SAGE’s Directional Meeting

2001/06/19

Doshisha University Student’s Lounge


アジェンダとタイムライン

1． プロジェクトからの報告

a. Climate Change Project

  b. Project Doha・・・経過報告

  c. ADBとタイスタディーツアー

　d. 復活屋２・・・企画書、経過報告

2． 議題

  A. 復活屋の立ち上げについて

  B. エコリーグ・ギャザリング参加について

  C. こいや祭りＥＣＨＯプロジェクト立ち上げについて

　D. 次回例会について

　E. 水の癒しプロジェクト立ち上げについて

プロジェクト・ドーハ

活動経過報告

文責：永元哲治
ベンキョー会

週１。WTOの基本的なところをベンキョー中。

パンフづくり

ベンキョー会の中でスタート。来週月曜日に試しのヤツできる。

閣僚会議

１１月に参加

シンポジウム

１１月末に企画

戦略会議

１１月末に企画

フォーラム

３月に予定

イベント

外向きの勉強会（６月末〜７月頭より） 

報告書

ジュネーブ報告会：６月１６日＠中京青年の家

タイムライン

６月２１日（木）
ミーティング

　　２５日（月）
ベンキョー会

　　２７日（水）
ミーティング

７月　２日（月）
ベンキョー会

　　　４日（水）
ミーティング

　　　９日（月）
ベンキョー会

　　１１日（水）
ミーティング

　　１６日（月）
ベンキョー会

　　１８日（水）
ミーティング

＊基本的に、ミーティングは水曜、ベンキョー会を月曜

内容：１なぜ総会に行ったのか？
　　　２ADBって何？
　　　３年次総会って何？
　　　４昨年の年次総会は？
　　　５サムットプラカンの説明
　　　６総会で何が行われたのか
参加者からの感想：総会での話がもっと聞きたかった　
　　　　　　　　　ADBのことが知れてよかった
　　　　　　　　　詳しくはアンケート参照
　　　　　　　　　一方的でなく議論を交わせたのがよかった
反省点：プロジェクト案件であるサムットプラカンに時間を使いすぎた　　　
　。資料が手薄だった。ファシリテーとがうまくできてなかった　　　　。
タイスタディツアー報告会
6月20日（水）18：30～21：00

＠キャンパスプラザ京都第2会議室（京都駅前郵便局南側）
コメンテーター：神田浩史氏（ODANET,AMNET）
資料代：500円
担当：宮田真幸　090－8047－9414

内容：3月にタイスタディツアーに参加したメンバーによる報告会です。私たち
は日本の援助によって行われているパクムンダム・サムットプラカン汚水処理
場・プラチャップキリカン火力発電所を見に行き、地域住民の人たちの意見を聞
き、そしていろいろ考えさせられました。今回の報告会ではタイで何が行われて
いるのかをOHPや絵を使いながら伝えていきます。皆さんの参加お待ちしており
ます。
呼びかけ：南北問題や途上国開発に関して興味がある人で集まって話し　　　　
　てあってみませんか？もし共通して何かできることがあれば　　　　　プロジ
ェクトにしてやれるとおもいますので。たとえば世界　　　　　銀行について勉
強してみたいとかODAについてとか貧困問題に　　　　　ついてとかさまざまあ
ると思います。一度集まってみんなで　　　　　話し合いたいと思います。
■復活屋 vol.2　の内容
上記の目的を達成するために、「復活屋実行委員会」をＳＡＧＥ、杉良太郎、古材バンクの会の三団体で結成し、イベントを開催していきます。一度廃棄処分となったものを自分の手で新たなモノにしていくというイベントです。講師をお招きして、様々な資源の実態や、その私達の生活の中での役割、接し方をお話していただいたりします。そして実際の生活にどう取り入れていけばよいのかを自分で見つけるための手法をイベントごと、考えていきます。私達の生活のなかで必要のないものとされた物に、新たに命を吹き込めるよう、下記のことにポイントをおいて作り上げていきます。
１．世界規模で考えなければならない環境問題を知る
２．知識を得、それを自分の生活にまで引き下げて考える
３．自分でプロデュースし、実際の生活に落とし込んでいく
 一人一人がこれらの作業を気ままにできる環境をアート展、木工作業、古家見学、オーガニックパーティーなどのかたちで復活屋が提供します。
復活屋　　　～イラナイモノは、タカラモノ～
A：プロジェクト概要]

０．プロジェクト枠組み　　
　ａ　プロジェクト名称　　復活屋 vol.2　
　ｂ　名称のサブタイトル　イラナイモノは、タカラモノ　
　ｃ　関連団体　　　　　　山仕事サークル　杉良太郎　　　　　　　　　　　　　
　                        古材バンクの会　　　　　　　　　　　　　
　                        　　
　１．プロジェクトの目的　　
近年、我々は大量消費社会において使い捨ての時代を生きてきました。その社会体制が転換期を迎え、再生、再利用がさけばれて久しい今、私達はどのように地球資源を利用し、いかしていけば良いのでしょうか。“リサイクル”という言葉が日常生活の一部となった今日ですが、再生される資源はまだまだ限られており、私達の関心、知識も地球資源問題の根本に繋がるほどには達していません。加えて、原材料から末端の商品まで、国境、業界の枠組みを超えて物質が複雑に循環している社会で、商品資源の真の価値を見出すのが困難になりつつあります。事物の価値は、その商業的価値のみならず、実際にそのものに触れ、自分なりの生かし方を見つけてこそはかられるものです。私達は、普段あまり接する機会のない古財や間伐材といった資源を通じて、地球資源の価値を各個人がそれぞれのアイデアと工夫で作り上げていくことを願い、企画します。義務感や責任感を背負って資源と付き合うのではなく、それに触れ、自分自身の手で価値を築き上げていくことでそれが“守るべきもの”から“守りたいもの”へとなると考えます。環境問題を考える前提として、そういった資源に対する自分なりの絶対値の創造を経て、環境意識が向上するのではないのでしょうか。世界規模で急進している森林伐採、それに関わる課題の情報提供を講師をお招きしてお話いただき、それを普段の生活にまで引き下げて考えていく手段として、実際に古材、間伐材、竹などを用いて自分で木工作業をし、作品を作り上げていきます。資源の新しいのちを作り出すと共に、個人の中でそれらの資源の価値が確実なものになるよう
に、造っても“愛せないモノ”ではなく、素材選びや仕上げにこだわって“愛せるモノ”を造ります。当日作り上げたものは、自宅に持ちかえってもらい、生活を木と共に過ごす中で環境に対する意識が高まるよう促します。自然の循環を知るために、例えば木をテーマにしたら植林－生育－伐採－乾燥－製材－植林というサイクルにあわせてイベントを開催し、訴えかけていきたいと考えています。　　　
　　　２．プロジェクトの内容
　
上記の目的を達成するために、「復活屋実行委員会」をＳＡＧＥ、杉良太郎、古材バンクの会の三団体で結成し、イベントを開催していきます。一度廃棄処分となったものを自分の手で新たなモノにしていくというイベントです。講師をお招きして、様々な資源の実態や、その私達の生活の中での役割、接し方をお話していただいたりします。そして実際の生活にどう取り入れていけばよいのかを自分で見つけるための手法をイベントごと、考えていきます。「復活屋実行委員会」はイベントごとに結成し、そのテーマを深め、イベントを開催していきます。私達の生活のなかで必要のないものとされた物に、新たに命を吹き込めるよう、下記のことにポイントをおいて作り上げていきます。
１．世界規模で考えなければならない環境問題を知る
２．知識を得、それを自分の生活にまで引き下げて考える
３．自分でプロデュースし、実際の生活に落とし込んでいく
一人一人がこれらの作業を気ままにできる環境を復活屋が提供します。
３．タイムライン
10月13日(土）　　復活屋イベント　テーマ「間伐材・古材」
・古材と間伐材、竹を通じて、一度廃棄処分となったものを自分の手で新たなモノにしていくという企画です。まず講師のお話を聞き、世界規模で急進している森林伐採、それに関わる課題の情報提供をしていただき、それを普段の生活にまで引き下げて考えていく手段として、ベンチ、ＣＤラックなどの製作を参加者にしてもらいます。また、壊れてしまった電化製品の修理やリメイクを技術者を招いて行います。資源の新しいのちを作り出すと共に、個人の中でそれらの資源の価値が確実なものになるように、造っても“愛せないモノ”ではなく、素材選びや仕上げにこだわって“愛せるモノ”を造ります。当日作り上げたものは、自宅に持ちかえってもらい、生活を木と共に過ごす中で環境に対する意識が高まるよう促します。また、ベンチなどは平成13年開館のCOP３記念館に寄贈します。　
　　　　　　
　予算添付
　日時・場所　10月13日（土）　未定
　共催　杉良太郎、古材バンクの会　　　　

復活屋議事録 vol.２
参加者：憲太郎、しげっち、しゅんぺー、あずま、ふみ、木村、うちい、だいすけ、

こうじろう、 

第２回ミーティング  ６/１１/０１ 19時～21時  京大J地下にて          

      文責 ないとうだいすけ
◇自己紹介
◇ 前回決まったこと
・ 古材バンクの会、杉良太郎、SAGEの三者共催で行う。
・ テーマはほぼ同じでおこなう。メーリングリストをつくる。
・ １０月ごろにやろう。場所は茂庵をあたってみる。
◇ 報告
●場所について
・ 茂庵はだめでした。今年から二階はカフェといて営業していることと、共催という形でしかイベントを行わない方針で、茂庵のターゲットとする対象年齢をあげていて、復活屋は茂庵のコンセプトとは合わないためだそうです。
 → じゃあどうするか？
   案    ○知恩寺境内（百万遍北東角） 毎月１５日に手作市を開催している。　→　しゅんぺーがあたる。
○ 京都北青少年センター（西陣、船岡山）　→だいすけ、こうじろう
○ 法然院（鹿ヶ谷）　　→　こうじろう、だいすけ
○ 西部講堂前（京都大学付近）GEBとの共催　　→だいすけ
○ 京都市役所前　→　だいすけ
○　旧明倫小　→　うちいさん　○中京青年の家　→　しげっち
● メーリングリストについて
来ている人と来ていない人がいるよう。けんしゅうに確認してみます。
◇ 日程について
・10月のいつにするか？ １０月の土・日・祭日
   ６（土），７（日）、８（月、体育の日）、１３（土）、１４（日）、２０（土）、２１（日）、２７（土）、２８（日）
  ・一日開催か、二日開催か 

　→　１３日開催の線でいこう。
◇ ワーキンググループの設置について
とりあえず第二回へむけてワーキンググループを作りましょう。復活屋のコンセプトに合ったもので、個々人がやりたいとおもう事をワーキンググループとしてたちあげてもらって、その中で準備を進めていく。
それぞれのワーキンググループと全体の企画の調整をこれからのミーティングで行っていきたいと思います。
グループ案  ・木工 ・リサーチ ・古材  ・地域通貨 ほか
　→　とりあえず、木工、リサーチのグループをつくることに。他にまた要請のあり次第作っていく。
◇役割分担 一応考えてみました。
　実行委員長　　けんたろう  

  副～　　　　　しげっち
  会計　　　　　あずま、ふみ
  広報　　　　　未定
  渉外　　　　　こうじろう
  グループリーダー　未定　
　各団体の連絡担当　杉良　きたむら　　古材バンクの会　うちい　セージ　けんたろう　
◇ これからの予定（ミーティング、講習会の日にちなど）
   次回ミーティングは  ６月２１日（木）１９時～　京大法学部地下にて   

木工講習会は   ６月  

こいや祭り環境対策「ECHO」プロジェクト Part２

太田航平

大量生産、大量消費、大量廃棄という現在の私達の消費生活。このような社会システムは現在、地域から世界規模にわたる様々な問題を引き起こしています。それらの問題を解決するには、まず私達のライフスタイルの見直しが必要不可欠だと考えます。
　
そこで本プロジェクトでは『こいや祭り』にて、事前に環境に配慮する祭りづくり及び、当日、スタッフと参加者が一体となって行なう環境対策を提案します。「自分のことは､自分で」をモットーに、環境に配慮した祭りを創造することで、「多くの人々が自分のライフスタイルを見直すきっかけになれば」という思いから、様々な部分に環境対策を散りばめ、目に見える形での対策を実践することで多くの人々に刺激を与えられたらと考えます。

「ごみゼロ祭り」それが「ECHOプロジェクト」の最終目標です。当日来ていただいたすべての方が、少しでも「エコ」について考えればそれは大きな力となり、まさしく「エコー」のように広がっていくことと思い、こいや祭りとのパートナーシップのもと第2回ECHOプロジェクトを立ちあげたいと思います。
こいや祭りとは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
http://www.koiya.net/

　大阪に参加者も一体となって踊る祭りをと、こいや祭り実行委員会が中心に２０００年から始めたお祭り。参加動員数約１万人。詳しくはホームページにて。

プロジェクトの目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1 ごみゼロの祭りとなるよう、当日のナビゲーション活動を中心に、具体的な対策をこいや祭りと　共に築き上げる。
2 当日会場で捨てられるごみを分別回収し、資源となるものまた、後にも使えるものを、リサイクル・リユースし、お客さん・スタッフへ環境対策を通しての啓発活動を行う。

③当日環境ボランティアを一般から募集し、スタッフとして関わることで、祭りと環境対策を楽しみ、非日常から

　現実の日常での行動につなげられるような活動を行う。

内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日時　８月１８日（土）１９日（日）

場所　大阪城公園　

主催　こいや祭り実行委員会

現在こいや祭りでは５つの部門に分かれ、当日に向けて準備を行っている。環境についてはすべての部門に必要な視点であるため、各部門より１名ずつ集まり環境分科会を設ける。本プロジェクトはそこに入り協力を行う。

昨年は…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

この環境対策はこいや祭りとのパートナーシップのもと行なった。

SAGEがはじめて一般のボランティアを集め活動したプロジェクトである。具体的には当日のごみ分別の徹底。そして、リサイクル業者をそれぞれに資源について探し、具体的に資源が何になるかお客さんに目に見える形で提示。また、屋台への環境配慮の呼びかけ等を細かく行った結果、ごみ収集車で回収された一般ごみは、２日間１万人規模の祭りで、一般家庭で排出されるごみの約１週間分程度であった。その他はリサイクルされ、こいやでまた使うものもあれば、私達の身の回りの生活用品に生まれ変わったものもある。
予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

すべてこいや祭りで負担。

・当日のスタッフTシャツの支給（SAGE＆こいや祭り）

· 当日のスタッフへのお弁当＆飲み物の支給　等も含まれる。

· 除かれるもの

· 交通費

· ミーティングでの飲食費

· 個人の通信費（通常よりも、もろに違っていた場合は支給あり）

タイムライン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 週１回の環境分科会への参加（京都で行う）ひにちはメンバーとの相談の上決定する。

· ８月４日（土）ボランティア説明会　その後当日に必要な大きな備品を制作する。

それ以外はメンバーと相談の上随時ミーティングを行う。

ﾀｲﾄﾙ     ‘水の癒し Healing water’ 

  ～ かもがわのおそうじ Cleansing the Kamo River ～
目的

より多くの人に、身近にある大量廃棄の現場をみる機会をつくること。

そして、それを自分たちのできる範囲で何かをする機会をつくること。

現在の大量消費生活を見直すきっかけをつくること。

そして自然への敬意を取り戻すこと。

内容
朝10時に出町柳に集合して、スポットまで自転車で登っていきます。11時ごろに到着して、

ごみ拾いを始めます。12時にはお昼休憩。1時から３時まで拾って、ごみを分類して車に積んで回収してもらいます。そのあと4時から‘龍神祭’がはじまります。

太鼓やジャンベ、デｨｼﾞｭリドゥーなどの民族楽器に加え、トランペットの音楽にのせて、

水の守り神である龍神が水の中で泳ぎ、現れる（仮）というパフォーマンスをしたのち、竜の神様を描いた札を立てて帰ります。

日時  7月7日 （土） 10時から17時

場所  鴨川上流

主催 ＳＡＧＥ，アマゾンカフェ

協力  鴨川を美しくする会、京都市

出演  ﾋｶﾙｼﾋﾞﾚﾀｹ、ｱﾏｿﾞﾝｶﾌｪ、Mystery Box他

企画のタイムライン

☆ごみ拾い

現場視察（6月初め）

ごみ調査（6月初め）

京都市のごみ政策の調査（6月中旬）

ごみ拾いのための備品調達（6月中旬）

ごみの引き取り先の決定（6月下旬）

☆ごめんな祭

出演者決定（6月中旬）

リハーサル（6月下旬）

· 広報 

内容詳細決定の後 フライヤーの作成、配布

新聞社にプレスリリース

· 会計  

協賛金、寄付金を募る。

基本的にはボランティアでお願いするので、

予算はビラ代、印刷代ぐらい。

７月例会について
文責：小林駿吾

・日程について　第１候補　７月８日
　　　　　　　　　　第２候補　７月２１日
　なぜ第２候補が出たかというと、８日では夏休みの予定が決まらず、
プロモーションができないという声があったためです。ですから、方向性Ｍ
で正式に決定したいと思います。
・場所　　衣笠セミナーハウス　13：00～17：00

・お金　　立命￥300　　立命外￥600

・セミナーハウス申し込み期限　　６月２７日・・・（７月８日の場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７月１０日・・・（７月２１日の場合）
・プロジェクトで出欠確認
　　プロジェクトに入っている人は全て、プロジェクト内で把握してもらう
　ことになる。プロジェクトＭ、電話かけなどで責任をもってやってもらう。
　１９日の方向性Ｍで伝えて、２６日のスタッフＭまでにやってもらいます。
・プロジェクトに入っていない人の出欠確認
　　プロジェクトに入っていない人は、ドーハＭ（２１日）の後で集まった
　内務のメンバーで電話かけ。その際、プロジェクトに入っているメンバー
　と入っていない人をわける必要があるので、１９日ＤＭでプロジェクトに
　入っているメンバーを確認する。内務でわかっていればそれでもいいの
　ですが。
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